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南米ペルーでは1980年から2000年の紛争と暴力によ

って約 7 万人が犠牲者となり、うち 75%が先住民の死

者及び行方不明者であった。ペルー真実和解委員会は

日系人のフジモリ大統領が 2000 年に日本に逃亡した

後設置され、2003 年に最終報告書を提出している。真

実和解委員会の調査対象期間には①国内紛争②自主

クーデター後のフジモリ政権下での人権侵害という

２つの異なる暴力が含まれている。紛争の犠牲者の多

くは、「民主主義政権」下の国内紛争によるもので、

その大半は山岳部アンデス地域の先住民であった。し

かし、真実和解委員会の委員に先住民が含まれること

はなく、紛争後の平和構築は非先住民であるポスト・

コロニアル・エリートを中心に進められてきた。 

本発表では、先住民村出身であり、アンデスの民衆

/民俗芸術であるレタブロ（箱型祭壇）制作で知られ、

真実和解委員会や人権 NGO 等で活動してきているエ

ディルベルト・ヒメネスの作品の分析を通じて、（１）

インターカルチュアルな状況下での平和構築（２）暴

力の記録、記憶、「証言」とアート表現の関係につい

て考察する。 

レタブロはもともと携帯用の祭壇として扉のある

木箱の中に、キリストや聖母、聖人像をおさめるかた

ちで発展してきた。ヒメネス家の故郷であるアヤクチ

ョ県では、山の神及び大地の神に捧げる儀礼の際に祭

壇に置く。また、レタブロを背負って各戸を訪れ浄財

を集める巡礼者も存在した。1940 年代に非先住民の知

識人による先住民文化復興運動であったインディへ

ニスモ（先住民主義）が広がると、カトリックと密接

に関わる内容に加え、祭りや慣習、日常場面等を扱う

レタブロ作品が民衆/民俗芸術として生まれた。アヤク

チョ市はその中心となり、ロペス・アンタイやエディ

ルベルトの父にあたるフロレンティノ・ヒメネスな

ど、様々なレタブロ作家が生まれ、ペルーを代表する

民衆/民俗芸術の一つとなっていった。 

エディルベルトは、紛争の渦中であった 80 年代後

半から、国内紛争による暴力を扱うレタブロ作品を制

作しはじめた。その後人権 NGO で先住民の証言を収

集する仕事をした。エディルベルトは種々の理由で証

言をテープやノートに記録できなかった際、フィール

ドノートに記号等を記し、それらをもとにレタブロの

筆致が残る線描画を描いた。それをたまたま見た

NGO の同僚が展覧会を開催し、後に証言と線描画か

らなる『チュンギ（Chungui）』が出版された。発表

者は、『チュンギ』が出版される前に日本で展覧会と

シンポジウ ここと右のコラムに要旨の本文を書い

てください 

※ 9ポイントのフォント（日本語：ＭＳ明朝、英語：

Times New Roman）を用い、行間隔は 13ポイントに固

定してください。できあがりを PDFファイルに変換し

て、登録してください。このままのサイズで『要旨集』

に印刷を行います 

※ 書式は変更しないように注意してください 

※ 末尾のキーワードも含め、A4縦長用紙一枚に収ま

シンポジウムを開催している。（文献参照）国内外の

NGO、人権活動家、研究者に線描画が広く知られるよ

うになるなか、エディルベルトは線描画と同様のレタブ

ロ作品を制作するようになっていった。しかし、それら

のレタブロ作品からは先住民のコスモロジーに基づく

多様なメタファーが抜け落ち、政府軍や反政府組織によ

る先住民の人々に対する暴力が強調されている。 

エディルベルトの作品の変容は同時に、真実和解委員

会や人権 NGO 等による証言の収集と、人々がどのよう

に紛争や暴力を経験したかということの「ずれ」を提示

している。上述のようにポスト紛争社会の平和構築にお

いては、紛争の犠牲者の多くが先住民であったにもかか

わらず、平和構築を主導したのは非先住民であるという

構図が存在してきた。このため、犠牲者の証言は、主に

非先住民たちの手によって収集されるというインター

カルチュラルな状況が生まれた。それ故、証言収集は「文

化的翻訳」を伴わず、「犠牲者」という主体を作り上げ

ることによるある種の「わかりやすさ」の下でおこなわ

れてきた。エディルベルトの作品の変容は、このように

「わかりやすさ」が求められてきたことと関係してい

る。 

紛争後、「人権」という言葉が先住民言語であるケチ

ュア語に翻訳され普及し、国際連合をはじめとする国際

機関ではたとえば「well-being」という言葉を「sumak 

kawsay」というケチュア語に置き換えてきている。エ

ディルベルトの作品の変容は、これらの言葉の置き換え

が、もしかしたら同床異夢であるかもしれないという問

を投げかける。 
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